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協
議
員
会
は
今 

２
・
３
月
の
協
議
員
会
で
の
報

告
・
検
討
内
容
を
一
部
紹
介
し
ま
す
。 

① 

第
１
回
グ
ラ
ン
ド
大
会
内
容
確

認
。
準
備
は
体
育
委
員
を
中
心
に
。 

② 

界
隈
展
を
今
年
も
民
俗
辻
広
場

ま
つ
り
に
併
せ
て
開
催
。
文
化
委

員
を
中
心
に
準
備
（
左
記
参
照
）
。 

③ 

自
律(

立)

の
ま
ち
づ
く
り
交
付

金
事
業
と
し
て
簡
易
ト
イ
レ
、
Ｌ

Ｅ
Ｄ
投
光
機
等
を
追
加
購
入
。 

④ 

１
階
北
の
公
民
館
倉
庫
を
防
災

倉
庫
と
し
て
整
備
検
討
。 

⑤ 

公
民
館
ゴ
ミ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に

防
犯
カ
メ
ラ
設
置
を
検
討
。 

《 

お
知
ら
せ 

》 

辻
川
界
隈
展
の
名
称
は
継
続 

 

先
の
総
会
で
４
月
の
辻
広
場
ま

つ
り
に
合
わ
せ
る
な
ら
「
界
隈
ま
つ

り
」
に
、
と
い
う
案
も
示
さ
れ
た
が
、

昭
和
６
１
年
１
０
月
の
第
１
回
か

ら
３
０
年
続
い
て
き
た
界
隈
展
の

名
称
は
継
続
す
る
こ
と
に
。
当
日
は

○辻
広
場
ま
つ
り
に
観
桜
会
（
町
観
光

協
会
）
が
ド
ッ
キ
ン
グ
。
界
隈
展
は

「
辻
川
界
隈
ま
る
ご
と
ス
タ
ン
プ

ラ
リ
ー
」
で
協
賛
。
鈴
の
森
神
社
か

ら
旧
道
周
辺
を
巡
り
、
懐
か
し
の
写

真
展
を
楽
し
み
な
が
ら
９
箇
所
の

チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
で
ク
イ
ズ
に

答
え
る
。
ゴ
ー
ル
し
た
人
に
は
美
味

し
い
完
歩
賞
を
用
意
。
ご
家
族
お
揃

い
で
１
０
時
に
お
集
ま
り
下
さ
い
。 

運
動
会
が
グ
ラ
ン
ド
大
会
に 

昭
和
４
９
年
５
月
５
日
の
第
１

回
大
会
か
ら
４
０
年
余
り
、
２
５
回

の
歴
史
を
繋
い
で
き
た
運
動
会
が

区
民
の
声
を
背
景
に
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
中
心
の
大
会
に
様
変
わ
り

す
る
（
上
記
）
。
と
は
い
え
趣
旨
は

三
世
代
そ
し
て
新
旧
区
民
の
交
流
。

み
ん
な
で
話
し
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。 

《 

当
面
の
予
定 

》 

４
月
９
日(

土) 

辻
川
界
隈
展 

民
俗 

辻 

広
場
ま
つ
り
協
賛 

４
月
２
９
日(

祝) 

第
１
回
辻
川
グ
ラ
ン
ド
大
会 

５
月
２
２
日(

日) 

溝
普
請 

６
月 

フ
ラ
ワ
ー
ポ
ッ
ト
植
替 

７
月
２
日(

土) 
 
 

隣
保
長
・
各
種
団
体
役
員
会
議 

祭
礼
行
事
報
告   

◇
１
月
１
～
３
日 

正
月
祭
り 

◇
１
月
１
１
日(

祝)  
 
 

冬
え
び
す 

◇
１
月
１
４
日(

木) 

と
ん
ど 

鈴
の
森 

神
社
・
高 

藤
稲
荷
と 

も
に
約
６ 

０
名
の
お 

参
り
が
あ 

っ
た
。
今
冬
一
番
の
冷
え
込
み
で
あ

っ
た
が
、
御
下
が
り
の
鏡
餅
と
お
神

酒
が
振
る
舞
わ
れ
、
温
か
な
と
ん
ど

に
な
っ
た
。
感
謝 

以
上
十
五
隣
保 

 

以
下
十
六
隣
保 

◇
２
月
３
日(

水)

節
分 

年
越
祭 

 
 

新
宮
当
番
最
初
の
祭
儀
。
一
年
で

最
も
寒
い
時
期
の
「
歳
灯
」
に
は
新

し
い
年
の
ス
タ
ー
ト
、
そ
し
て
春
の

兆
し
を
感
じ
る
。
火
の
警
戒
に
当
た 

る
消
防
団
の
新
し

い
冬
用
防
寒
着
が

光
り
、
頼
も
し
い
。

こ
の
伝
統
が
続
く

こ
と
を
無
病
息
災

と
と
も
に
祈
っ
た
。 

◇
２
月
１
１
日(

祝) 
初
午
祭 

 

今
年
も
参
拝
者
に
は
赤
飯
お
む

す
び
と
ミ
カ
ン
が
振
る
舞
わ
れ
た
。

高
藤
稲
荷
子
ど
も
相
撲
に
は
元
気

な
１
０
組
の
参
加
が
あ
っ
た
。 

事
業
報
告 

◆
１
月
１
１
日
（
祝
） 

鈴
の
森
神
社
合
格
祈
願
祭 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

今
年
で 

３
回
目 

の
辻
川 

区
主
催 

の
祈
願
祭
。
当
日
は
辻
川
か
ら
１
２

名
、
区
外
か
ら
１
名
の
中
学
３
年
生

と
関
係
者
が
参
加
し
、
本
殿
で
の
ご

祈
祷
と
絵
馬
奉
納
を
行
っ
た
。
町
観

光
協
会
に
よ
る
宣
伝
が
広
報
ふ
く

さ
き
１
２
月
号
に
も
載
っ
て
い
た

が
、
区
外
が
１
名
と
は
寂
し
い
。
町

民
に
広
報
し
て
い
る
か
ら
に
は
、
イ

ベ
ン
ト
と
し
て
の
内
容
に
も
う
少

し
工
夫
が
必
要
か
も
し
れ
な
い
。 

「
学
問
成
就
の
道
」
や
河
童
・
天
狗

効
果
で
参
拝
者
が
大
い
に
増
え
た

鈴
の
森
神
社
の
風
物
詩
と
し
て
、
冬

の
合
格
祈
願
祭
と
、
こ
れ
も
区
外
に

広
報
し
て
い
る
夏
の
「
民
俗
学
の
夕

べ
」
は
目
玉
に
な
り
そ
う
だ
が
…
。 

◆
１
月
２
４
日
（
日
） 

平
成
２
８
年
度
辻
川
区
総
会 

 

９
６
名
出
席
。
第
１
～
６
号
議
案

承
認
。
２
号
議
案
の
通
帳
残
高
に
関

し
て
ペ
イ
オ
フ
制
度
上
問
題
が
あ

る
の
で
は
と
の
指
摘
を
受
け
て
、
後

日
見
直
し
た
結
果
、
但
陽
信
金
の
普

通
預
金
の
み
問
題
が
あ
る
こ
と
が

判
明
し
、
「
利
息
の
付
か
な
い
普
通

預
金
」
に
切
り
替
え
手
続
き
を
し
た
。

こ
れ
で
区
の 

預
金
は
す
べ 

て
全
額
保
護 

さ
れ
る
こ
と 

に
な
っ
た
。 

５
号
議
案 

の
「
葬
具
会
計
」
を
「
財
政
積
立
」

へ
組
み
入
れ
る
件
は
、
昨
年
総
会
か

ら
一
年
越
し
の
懸
案
事
項
で
あ
っ

た
が
、
６
号
議
案
の｢

村
香
典
の
取

り
扱
い｣

提
案
と
も
ど
も
、
時
代
の

す
う
勢
と
の
意
見
が
示
さ
れ
た
。 

そ
の
他
の
報
告
と
し
て
、
次
期
協

議
員
選
挙
に
備
え
て
今
秋
に
臨
時

総
会
の
開
催
が
示
唆
さ
れ
た
。 

◆
１
月
３
０
日
（
土
） 

新
隣
保
長
会
議 

① 

ブ
ロ
ッ
ク
長
の
選
出 

② 

隣
保
編
成
（
隣
保
軒
数
確
認
） 

③ 

町
内
会
費
徴
収
に
つ
い
て 

④ 

２
～
４
月
行
事
・
事
業
確
認 

〔
確
認
〕
隣
保
長
へ
の
配
付
物
は
、
毎

月
第
一･

第
三
週
末
に
ブ
ロ
ッ
ク
長

経
由
で
届
く
よ
う
に
し
て
い
る
。 

〔
質
問
→
回
答
〕
○
公
民
館
放
送
設
備

の
使
い
方
は
？ 

→ 

必
要
な
時
に
役

員
に
尋
ね
て
。
○
放
送
が
聞
き
取
り

に
く
い
。
→ 

最
初
に
鉄
琴
を
ゆ
っ
く

り
強
く
叩
き
、
話
し
も
ゆ
っ
く
り
と
。 

◆
２
月
２
７
日
（
土
） 

青
少
年
健
全
育
成
研
修
会 

 

７
月
か
ら
延
期
に
な
っ
て
い
た

平
成
２
７
年
度
研
修
会
が
４
８
名

参
加
で
開
催
さ
れ
た
。
ス
マ
ホ
の
安

全
な
使
い
方
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
に
は
小
学

生
も
興
味
津
津
…
で
も
大
切
な
こ

と
は
顔
の
見
え
る
関
係
だ
よ
ね
。 

◆
３
月
６
日
（
日
）
消
火
栓
訓
練 

駒
ヶ
岩
で
の

高
水
圧
の
放
水

訓
練
と
消
火
器

使
用
訓
練
に
約

６
０
名
が
参
加
。 

併
せ
て
明
治
初

期
ま
で
船
着
き
場
と
し
て
利
用
さ

れ
て
い
た
タ
ン
ポ
（
港
）
の
石
組
み

（
右
上
写
真
）
洗
い
出
し
が
で
き
た
。 
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自
律(

立)

の
ま
ち
づ
く
り 

交
付
金
事
業
の
継
続   

区
長 

釜 

坂 

道 

弘 

 

福
崎
町
が
平
成
２
５
年
度
か
ら
３
年
間
の
予
定
で 

取
り
組
ん
で
き
た
「
自
律
（
立
）
の
ま
ち
づ
く
り
交
付

金
事
業
」
は
今
年
度
で
ひ
と
ま
ず
終
了
し
ま
し
た
が
、

こ
の
度
、
２
８
年
度
か
ら
さ
ら
に
３
年
間
継
続
し
て
取

り
組
む
こ
と
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
事
業
の
目
的

は
、
自
治
会
が
地
域
の
「
夢
」
に
向
か
っ
て
み
ん
な
で

目
標
を
定
め
、
住
民
自
ら
が
活
動
に
参
加
し
、
目
標
に

向
か
っ
て
行
動
す
る
自
律
（
立
）
の
力
を
育
ん
で
、
よ

り
よ
い
集
落
を
つ
く
る
こ
と
に
あ
り
ま
す
。 

辻
川
区
で
は
、
こ
の
３
年
間
一
貫
し
て
「
防
災
・
減

災
」
に
取
り
組
ん
で
来
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
「
防
災

マ
ッ
プ
」
の
完
成
、
総
合
し
た
防
災
訓
練
の
実
施
な
ど
、

今
ま
で
に
な
い
地
域
住
民
の
防
災
意
識
の
高
揚
に
寄

与
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
防
災
関
連
の
備
品
も
充
実
し
、
有
事
の

際
の
備
え
も
進
み
ま
し
た
。 

さ
て
、
こ
れ
か
ら
の
３
年
間
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
に

重
点
を
置
い
て
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
？ 

老
若
男

女
・
新
旧
住
民
、
特
に
子
供
た
ち
が
参
加
し
て
楽
し
い

取
り
組
み
に
し
た
い
と
考
え 

ま
す
。
み
ん
な
で
一
緒
に
な 

っ
て
考
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。 

4/29 第１回辻川グランド大会 

★ 9 時開会～午前中に終了予定（雨天中止） 

★ 会場；辻川山のグランド 

★ テント張り及び昼食は各隣保の自由 

★ プログラムは菓子取り競争、○×クイズ、 

  ミニミニ競争、大縄跳び、ビンゴゲーム等 

2/28山頂への擬木階段工事中 

 

鈴の森神社に新鈴 

(1/31 , 15 隣保奉納) 

 

2/3 歳灯の夜 

 

✍
辻
川
だ
よ
り
３
８
号
～
４
０
号
の
特

集
で
は
、
江
戸
時
代
末
期
、
三
木
家
当

主
６
代
通
明
～
７
代
通
深
の
頃
の
辻
川

を
紹
介
し
ま
す
。
乞
う
ご
期
待 

〔
田
﨑
〕 

2/21短歌の森の万両 

 

写真は 15隣保松田氏提供 

3/6 駒ヶ岩と姿を現したタンポの石組み 

 

http://www10.plala/


  

区 

長 
釜
坂 

道
弘 

副
区
長 
鈴
木 

健
文
（
総
務
） 

会 

計 

前
田 
亮
平 

協
議
員 

 

（ 

）
は
主
な
担
当 

 
 
 

井
上 

良
宣
（
文
化
） 

川
端 

一
郎
（
体
育
） 

植
田 

弘
造
（
環
境
） 

 
 

田
﨑 

正
和
（
広
報
） 

 
 
 

山
下 

美
紀
（
環
境
） 

 
 

鈴
木 

智
久
（
文
化
） 

 
 

鈴
木 

和
満
（
土
木
） 

内
藤 

 

至 

（
体
育
） 

 

隣 

保 

長
〔
◎
は
ブ
ロ
ッ
ク
長
〕 

１
ブ
ロ
ッ
ク 

 
 

 
 
[

世
帯
数] 

 
 

１ 

濱
本 

 

修 
 
[
1
2] 

 
 

２ 

中
村 

武
嗣 

[
1
3] 

 
 

３ 

森
江 

信
夫 

[
3
6] 

◎
１
４ 

野
口 

雅
人 

[
1
0] 

２
ブ
ロ
ッ
ク 

４ 

福
永 

裕
一 

 [
6
] 

 
 

５ 

岡
畠 

 

誠 
 
[
1
4] 

◎ 

６ 

宮
島 

 

勇 
 
 [
8
] 

７ 

鈴
木 

常
正 

 
[
9] 

３
ブ
ロ
ッ
ク 

◎
１
０ 

前
嶋 

嵩
輝 

[
7
4] 

１
１ 

犬
塚 

宏
幸 

 [
9
] 

１
２ 

駒
田 

美
幸 

 [
9
] 

１
３ 

駒
田 

 

仁 
 
[
23
] 

４
ブ
ロ
ッ
ク 

 
 

８ 

埴
岡 

孝
一 

 
[
9
] 

 
 

９ 

棟
居 

正
裕 

[
3
6] 

◎
１
５ 

志
水 

一
喜 

[
1
5] 

２
０ 

隅
田 

一
也 

[
1
4] 

２
１ 

戎 
 

信
吾 

[
1
3] 

５
ブ
ロ
ッ
ク 

◎
１
６ 

木
村 

正
一 

[
1
0] 

１
７ 

上
延 

教
泰 

[
12
] 

１
８ 

狩
野 

英
信 

 
[
9] 

１
９ 

田
中 

克
典 

 
[
9] 

  

団
体
役
員
〔
代
表
の
み
紹
介
〕 

老
人
会 

中
村 

哲
雄 (

第
１ｸ

ﾗﾌ
ﾞ
) 

内
藤 

隆
夫 (

第
２ｸ

ﾗﾌ
ﾞ
) 

中
村 

武
嗣 

(

第
３ｸﾗ

ﾌﾞ
) 

女 

性 

部 
 

松
岡 

久
美
子 

商
工
部
会 

 

植
田 

弘
造 

農
業
部
会 

 

上
延 

英
一 

消 

防 

団 
 

山
内 

康
司 

青 

年 

団 
 

多
田 

凌
輔 

小
学
Ｐ
Ｔ
Ａ 

石
原 

 

央 
中
学
Ｐ
Ｔ
Ａ 

宮
崎 

 

良
大 

上
部
派
遣
役
員 

民 

生 

委 
員 

 
 
 
 

鈴
木
ま
き
子 

 
 

 
 

 
 

 
 

釜
坂
真
理
子 

福 

祉 

委 

員 
 
 
 
 

岡
本
徳
子 

 
 

 
 

 
 

 
 

松
岡
初
子 

補 

導 

委 

員 
 
 
 
 

駒
田
富
男 

人
権
教
育
推
進
委
員 

 

内
藤
政
義 

 
 
 
  

 
  

 
  

 
  

 
 

鈴
木
健
文 

青
少
年
健
全
育
成
委
員 

井
上
良
宣 

体
育
普
及
員 

 
 

 

上
原 

浩 

文
化
財
協
力
委
員 

田
﨑
正
和 

   

最
終
回
は
収
支
明
細
の
一
部
と
警
察

宛
の
練
物
運
行
許
可
願
を
紹
介
す
る
。

な
お
、
原
文
に
付
記
し
た
符
号
の
凡
例

は
次
の
通
り
で
あ
る
。 

     

入
金
之
部 

 

賽
銭
高 

一
金 

七
拾
参
円
五
拾
弐
銭
七
厘 

寄
附
高 

一
金 

六
百
八
拾
参
円 

 

松
岡
勝
栄
［
神
戸
］
外
四
十
七
人
等 

合
計 

金 

壱
千
二
拾
参
円
弐
拾
銭
也 

 

内 

金 

弐
百
五
拾
円
也
、
氏
神
基
本

財
産
と
し
て
残
す
。 

差
引
残
金 

七
百
七
拾
参
円
弐
拾
銭
也
、

諸
入
費
へ
廻
す
。 

                

宮
下
道
路
両
側
は
全
部
小
屋
掛
す
る

も
の
と
し
、
稲
植
付
け
当
時
よ
り
早
稲

を
作
ら
る
る
様
依
頼
し
置
き
し
為
、
踏

荒
損
害
種
々
交
渉
の
結
果
、
左
記
方
法

に
依
り
配
当
す
。 

早
稲
作
付
反
別
、
五
反
八
畝
四
歩
に

対
し
坪
一
合
宛
、
内
刈
取
分
二
反
六
畝

廿
八
〔
に
じ
ゅ
う
は
ち
〕
歩
に
対
し
坪
一
合

五
勺
宛
、
依
〔
よ
っ
〕

て
刈
取
及
び
小
屋

掛
分
は
計
二
合
五
勺
と
な
る
。 

米
価
一
石
［
＝
十
斗
］
三
十
六
円
替
と

す
（
注
２
０
）
。 

計
算
表 

諸
支
出
高
［
諸
入
費
］ 

一
金 

壱
千
七
百
七
拾
九
円
五
拾
五
銭 

収
入
高 

一
金 

七
百
七
拾
参
円
弐
拾
銭 

差
引 

不
足
金 

壱
千
〇
〇
六
円
参
拾
五
銭 

内
［
負
担
内
訳
］ 

辻
川
組
負
担 

金
六
百
五
拾
四
円
拾
参
銭 

井
ノ
口
組
負
担 

金
参
百
五
拾
弐
円
弐
拾 

弐
銭 

 

凡
〔
お
お
よ
そ
〕

で
の
割
方
（
注
２
１
） 

 

辻
川
六
分
五
厘
、
井
ノ
口
三
分
五
厘 

              

氏
神
例
祭
及
び
臨
時
祭
典
に
付
き
、 

練
物
差
出
之
義 

許
可
願 

 

例 

祭 

田
原
村
西
田
原 

 
 

 
 

 

郷
社 

熊
野
神
社 

 

臨
時
祭 

同
村
同 

 
 

 
 

 

村
社
（
注
２
２
） 

鈴
森
神
社 

 

右
神
社
例
祭
及
び
、
兼
〔
か
ね
〕

て
改

築
中
の
処
、
今
般
落
成
致
し
候
に
付
き
、

来
る
十
五
日
よ
り
十
九
日
迄
五
日
間

（
雨
天
順
延
）
祭
典
執
行
に
付
き
、
練

物
差
出
〔
＝
運
行
〕
之
義
御
許
可
相
成

度
〔
あ
い
な
り
た
く
〕
、
就
〔
つ
い
〕

て
は
左

記
事
項
遵
守
可
致
〔
い
た
す
べ
く
〕
、
別
紙

練
物
構
造
書
及
び
通
路
略
図
相
添
へ
此

の
段
出
願
候
也 

 

大
正
九
年
十
月
十
三
日 

 
 
 
 

神
崎
郡
田
原
村 

何
区
長 

何 

某 

福
崎
警
察
署
長
警
部 

□
崎
□
三
郎
殿 

 
 

 

記 
一 

※

壇
尻
練
物
差
出
の
為
め
揃
ひ
衣
裳
、

其
の
他
華
美
な
る
衣
類
の
新
調
を
な

さ
ざ
る
こ
と 

二 

※

壇
尻
練
物
差
出
に
は
酒
気
を
帯
び

た
る
も
の
を
し
て
従
事
せ
し
め
ざ
る

こ
と 

三 

※

寄
附
金
を
集
め
又
は
祝
儀
花
等
を

請
求
せ
ざ
る
こ
と 

四 

※

他
人
の
迷
惑
と
な
る
べ
き
行
為
は

勿
論
〔
も
ち
ろ
ん
〕
、
交
通
の
妨
害
、
其

の
他
闘
争
ケ
間
敷
〔
が
ま
し
き
〕
行
為
を

な
さ
ざ
る
こ
と 

五 

他
人
の
耕
作
物
に
損
害
を
加
ふ
可

〔
べ
か
〕

ら
ざ
る
こ
と 

六 

集
合
地
は
郷
社
熊
野
神
社
及
び
村

社
鈴
森
神
社
境
内
と
す 

七 

差
出
時
間
は
午
前
九
時
よ
り
午
后

八
時
（
注
１
９
）

迄
と
す 

練
物
構
造 

一 

縦
棒
全
長 

三(

～
四)

間
以
内
（
注
２
３
） 

一 

横
棒
全
長 

七
尺
以
内 

一 

台 

長 
 

五
尺
以
内 

一 

台 

幅 
 

四
尺
以
内 

 

右
は
木
材
を
以
て
組
立
て
、
中
に
太

鼓
を
吊
る
し
之
〔
こ
れ
〕

を
四
人
に
て

打
ち
鳴
ら
し
、※
拾
六
才
以
上
の
男
子

約
五
拾
名
に
て
舁
〔
か
つ
〕
ぐ
（
注
２
４
）
。 

 

（
後
略
） 

 
 

 
 

 

お
わ
り 

（
注
１
９
）

十
月
十
七
日
の
日
没
は
田
原
で

は
１
７
時
２
４
分
頃
な
の
で
２
時
間
余

り
は
提
灯
が
屋
台
を
照
ら
す
こ
と
に
な

る
。
街
道
筋
や
造
り
物
小
屋
に
は
当
時

普
及
し
始
め
た
電
灯
が
灯
り
、
近
郊
か

ら
の
見
物
客
も
多
か
っ
た
こ
と
だ
ろ
う
。 

（
注
２
０
）

一
俵(

＝
四
斗)

の
価
格
は
高
く

見
積
も
っ
て
も
１
５
円
に
な
る
。
大
門

屋
台
の
購
入
価
格
は
米
価
２
０
円
換
算

な
の
で
、
こ
の
補
償
費
は
流
通
価
格
よ

り
低
く
抑
え
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。 

（
注
２
１
）

辻
川
と
井
ノ
口
が
祭
祀
す
る
鈴

の
森
神
社
関
係
の
負
担
や
分
配
の
比
率

は
、
現
在
は
「
総
額
の
５
０
％
を
折
半

し
、
残
り
５
０
％
を
両
地
区
の
戸
数
比

で
割
る
」
と
な
っ
て
い
る
。
当
時
の
割

り
方
は
単
純
に
戸
数
比
の
よ
う
で
あ
る
。 

（
注
２
２
）

明
治
４
年
の
太
政
官
布
告
（
近

代
社
格
制
度
）
に
よ
り
神
社
を
格
式
化

（
多
分
に
政
治
的
な
臭
い
が
す
る
）
。
昭
和

１
７
年
発
行
の
「
神
崎
郡
誌
」
に
よ
る

と
、
旧
田
原
村
に
は
、
郷
社
が
一
社
（
熊

野
神
社
）
、
村
社
が
六
社
（
大
年
神
社
〔
亀

坪
〕
、
岩
尾
神
社
〔
田
原
村
〕
、
田
島
神
社
〔
西

野
〕
、
藤
田
神
社
〔
長
目
・
八
反
田
〕
、
與
位

神
社
〔
中
島
・
西
光
寺
〕
、
鈴
森
神
社
〔
辻
川
・

井
ノ
口
〕
）
、
無
格
社
が
七
社
（
大
年
神
社
・

愛
宕
神
社
〔
以
上
加
治
谷
〕
、
大
年
神
社
〔
大

門
〕
、
八
坂
神
社
〔
八
反
田
〕
、
三
拾
八
社
〔
吉

田
〕
、
恵
美
酒
神
社
〔
井
ノ
口
〕
、
天
満
神
社

〔
北
野
〕
）
と
な
っ
て
い
る
。
規
模
の
小

さ
な
無
格
社
の
多
く
は
明
治
末
期
の
神

社
合
祀
で
廃
社
と
さ
れ
た
。
な
お
、「
社

格
」
は
国
家
に
よ
る
待
遇
の
差
を
表
し

た
も
の
で
、
そ
の
神
社
へ
の
崇
敬
の
厚

さ
を
表
し
た
も
の
で
は
な
い
。 

（
注
２
３
）

現
辻
川
屋
台
の
寸
法
は
、
本
棒

（
縦
棒
）
全
長
が
８
３
０
㎝
（
約
四
間
三

尺
余
り
）
、
脇
棒
の
幅
（
横
棒
全
長
）
が

２
４
５
㎝
（
八
尺
余
り
）、
高
さ
（
台
車

な
し
で
４
４
０
㎝
（
金
綱
の
屋
根
絞
り
の

高
さ
は
概
算
）
。
今
の
屋
台
で
は
大
正
期

の
道
の
通
行
は
か
な
り
制
限
さ
れ
る
。 

（
注
２
４
）

神
を
迎
え
る
場
の
変
遷
は
、
自

然
の
山
（
の
岩
場
＝
岩
倉
・
磐
〔
い
わ
く

ら
〕
）
→
置
〔
お
き
〕

山
（
例
：
総
社
の
三

ツ

山
）
→
曳
〔
ひ
き
〕

山
（
祇
園
祭
の
山

鉾
や
壇
尻
）
→
舁
〔
か
き
・
か
つ
ぎ
〕
山
（
例
：

辻
川
の
屋
台
）
→
壇
尻
船
（
例
：
家
島

神
社
）
と
な
る
そ
う
だ
。 

               

７隣保担当 

拝殿軒下の木札（寄進者名記）が新しい大正 10 

年の鈴の森神社（芸者衆は写真 13 と同じ） 

宮当番 

平
成
２
８
年
度 

辻
川
区
役
員
一
覧 

〈
３
／
２
１
現
在
〉 

[

総
軒
数 

三
五
〇
軒] 

約
百
年
前
の 

鈴
の
森
神
社 

改
築
上
棟
式
（
最
終
回
） 

 
 

〔  

〕 

読
み
仮
名 

〔＝ 

〕 

今
の
用
語 

 
 

（
注
１
） 

注
記
あ
り 

 

［  
 

］ 

補
足
説
明 

【  
 

】 

写
真
（注
記
と
も
に
第
一
回
か
ら
の
通

し
番
号
）  

※ 
 

  

今
の
秋
祭
り
で
も
思
い
当

た
る
節
あ
り 

諸
入
費
［
費
用
］
明
細
表 

（一
部
抜
粋
） 

酒  

代    
   

  ･
･

四
三
六
円
一
二
銭 

造
込
小
屋
及
び
餅
の
棚
渡
し
賃 

    
   

   
   

  ･
･

一
三
九
円
五
〇
銭 

記
念
碑
代･･

九
七
円    [

記
念
碑]

工
賃 

及
び
電
灯
料
（
注
１
９
）･･

三
六
円
九
〇
銭 

記
念
碑
謝
礼･･

五
円    

造
物
賃･･

五
三
円 

造
り
物
買
物
代 ･･

三
六
円
一
九
銭 

造
り
物
師
宿
料 ･･

一
一
円
二
〇
銭 

寄
附
札
及
び
立
札
代 ･･

二
二
円
二
〇
銭 

神
官
礼 ･･

三
二
円
（
内 

田
郷
氏
二
〇
円
） 

鳥
居
移
転
賃 ･･

五
円
（
＋
増
金 

七
円
） 

玉
垣
移
転
賃 ･･

六
円   

玉
垣
謝
礼･･

一
二
円 

祝
儀 

三
五
円
四
〇
銭 

井
ノ
口
道
工
費
及
び
電
灯
料 ･･

八
円
三
六
銭 

辻
川
分
工
費
及
び
電
灯
料 ･

･

一
六
円
六
〇
銭 

夜
警
手
当 ･

･

八
円 

田
損
料
［
内
訳
は
左
記
の
通
り
］ 

    
   

   
   

  ･
･
 

一
一
円
四
一
銭 

合
計 

金 

壱
千
七
百
七
拾
九
円
五
拾
五
銭
也 

大正 10 年卯月 桃山花見 

（左端が三木拙二氏） 

【写真 12】 

【写真 13】 

大正期の辻川屋台…服装や三木拙二氏の容姿（右から 2 人目 

、写真 13 に似る）から大正 9 年の鈴の森神社改築の頃と推定 

 


